
■
午
前
《
分
科
会
》
（
写
真

左
上
か
ら
）
、
①
地
域
づ
く

り
、
②
医
療
介
護
、
③
保
育
、

④
現
業
、
⑤
青
年
講
座
を
開

催
。
地
域
づ
く
り
分
科
会
で

は
、
内
子
町
地
域
づ
く
り
協

力
隊
Ｏ
Ｂ
で
移
住
し
活
動
し

て
い
る
納
堂
邦
弘
さ
ん
（
米

国
生
ま
れ
大
阪
育
ち
）
・
岡

山
紘
明
さ
ん
（
兵
庫
県
出
身
）

の
体
験
談
を
聞
い
た
あ
と
、

小
田
地
区
の
商
店
街
や
道
の

駅
せ
せ
ら
ぎ
に
足
を
運
び
、

古
民
家
活
用
（
書
店
開
設
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
な
ど
）
、
空
き
家
管

理
、
移
住
支
援
、
産
直
販
売

な
ど
の
状
況
を
見
学
し
ま
し

た
。
『
感
想
』
（
抜
粋
）
■

無
い
も
の
か
ら
作
る
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
も
の
を
楽
し
い
も

の
に
す
る
、
と
い
う
姿
勢
に

感
銘
を
受
け
た
。
現
地
見
学

が
で
き
、
古
い
も
の
を
新
し

く
活
用
し
て
い
る
実
例
が
勉

強
に
な
り
楽
し
め
た
。
■
通

常
思
い
つ
か
な
い
発
想
の
転

換
を
し
、
地
域
お
こ
し
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
た
。
移
住
し
て
き
た
方

だ
か
ら
こ
そ
か
と
思
っ
た
。

■
午
後
《
全
体
会
》
は
林
業

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
『
市
町

村
合
併
か
ら

20年
、
地
方
創

生
か
ら

10年
を
ふ
ま
え
、
こ

れ
か
ら
の
「
地
域
再
生
・
自

治
体
施
策
」
を
考
え
る
』
と

題
し
、
て
松
山
大
学
大
学
院

（
経
済
学
研
究
科
）
の
藤
井

孝
哉
さ
ん
が
「
基
調
講
演
」
。

■
講
演
で
は
「
地
域
政
策
の

経
過
と
転
換
」
「
農
村
と
都

市
の
関
係
性
の
変
化
」
「
地

方
移
住
と
関
係
人
口
論
」

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
解
説
」
「
国
が
推
進
す
る

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
と
は
何
か
」
な
ど
を
紹
介

し
つ
つ
、
◎
内
子
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
素
材
と
し

て
、
移
住
者
・
地
域
住
民
・

自
治
体
職
員
に
よ
る
地
域
再

生
の
と
り
く
み
事
例
、
◎
西

予
市
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
素
材
に
、
自
治
体
と
住
民

の
協
働
に
よ
る
地
域
再
生
・

小
規
模
多
機
能
自
治
を
考
え

る
具
体
的
実
例
を
紹
介
し
、

◎
地
域
再
生
を
担
う
主
体
形

成
を
公
民
協
働
で
ど
う
つ
く

り
、
行
政
が
ど
う
支
援
す
る

か
《
方
向
性
と
課
題
》
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

■
続
い
て
「
調
査
報
告
」
で
、

小
淵
港
さ
ん
（
県
自
治
体
問

題
研
究
所
理
事
長
・
愛
媛
大

学
名
誉
教
授
）
が
「
地
域
の

公
共
交
通
の
危
機
と
住
民
の

足
を
守
る
自
治
体
施
策
」
に

つ
い
て
、
県
内
市
町
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
訪
問
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
報
告
。
最
後

に
「
事
例
報
告
」
と
し

て
、
①
福
島
理
沙
さ
ん

（
西
予
市
職
労
医
療
介
護
支

部
長
）
が
「
職
員
・
家
族
の

将
来
不
安
を
な
く
し
、
地
域

の
医
療
・
介
護
を
守
る
」
、

②
井
出
ア
ヅ
サ
さ
ん
（
県
本

部
保
育
部
会
副
部
長
）
が

「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一
人

保
育
士
を
！
県
内
自
治
体
要

請
」
、
③
高
橋
秀
介
さ
ん

（
松
山
市
職
労
委
員
長
）
が

「
松
山
市
ふ
れ
あ
い
収
集
の

全
市
実
施
と
清
掃
現
場
の
人

員
確
保
・
職
場
改
善
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

県
本
部
町
村
職
評
議
会
は

11月
７
日
、
県
町
村
会
長
へ

要
求
書
を
提
出
し
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
要
請
に
は
２
単

組
４
人
が
参
加
、
町
村
会
は

河
野
町
村
会
長
（
久
万
高
原

町
長
）
ほ
か
３
人
が
対
応
し

ま
し
た
。
森
賀
県
本
部
委
員

長
か
ら
統
一
要
求
書
に
つ
い

て
主
旨
説
明
を
行
い
、
各
単

組
の
重
点
課
題
に
つ
い
て
も

要
求
し
ま
し
た
。
河
野
会
長

か
ら
、
○
賃
上
げ
は
主
旨
を

受
け
止
め
早
け
れ
ば

12月
議

会
で
条
例
改
定
し
た
い
。
○

ど
の
町
も
人
口
減
で
町
税
も

減
り
、
交
付
税
頼
み
の
部
分

も
あ
る
。
最
低
限
の
人
員
は

配
置
で
き
て
い
る
が
、
職
員

の
残
業
適
正
化
へ
チ
ェ
ッ
ク

し
た
い
。
○
男
性
も
遠
慮
な

く
育
休
取
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
病
休
の
時
間
単
位
取
得

は
検
討
し
た
い
。
○
会
計
年

度
職
員
の
勤
勉
手
当
来
年
度

支
給
へ

12月
議
会
、
遅
く
と

も
３
月
議
会
で
対
応
。
４
月

遡
及
は
検
討
。
○
久
万
高
原

町
は
面
積
が
県
内
最
大
で
人

口
が
３
番
目
に
少
な
い
。
交

付
税
額
に
面
積
も
加
味
せ
よ

と
県
選
出
国
会
議
員
を
通
じ

国
に
伝
え
る
。
保
育
士
処
遇

は
同
感
。
保
育
・
医
療
・
介

護
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
給
料
は
低
く
進
言
し

た
い
。
要
望
に
対
し
、
河
野

会
長
か
ら
「
再
任
用
の
格
差

が
あ
る
こ
と
は
承
知
、
特
に

医
療
で
の
再
任
用
は
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。
町
は
ど
こ

も
同
じ
で
若
い
人
が
辞
め
る
、

病
休
取
得
の
ケ
ー
ス
が
出
て

い
る
。
良
い
提
言
で
真
剣
に

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
し
っ

か
り
対
応
し
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

県
本
部
市
職
評
議
会
は

11

月
８
日
、
県
市
長
会
長
へ
要

求
書
を
提
出
し
要
請
を
行
い

ま
し
た
。
要
請
に
は
、
森
賀

県
本
部
委
員
長
と
５
市
職
単

組
６
人
が
参
加
。
市
長
会
か

ら
武
智
市
長
会
長
（
伊
予
市

長
）
な
ど
、
伊
予
市
か
ら
総

務
部
長
な
ど
５
人
が
対
応
し

ま
し
た
。
冒
頭
、
森
賀
県
本

部
委
員
長
か
ら
、
県
本
部
秋

季
統
一
要
求
書
に
つ
い
て
、

主
旨
説
明
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

明
ら
か
に
な
っ
た
自
治
体
間

の
格
差
な
ど
の
説
明
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
の
伊
予
市
職
労
、
四
国
中

央
市
職
労
、
西
条
市
職
労
、

東
温
市
職
、
西
予
市
職
労
か

ら
、
各
単
組
の
重
点
課
題
に

つ
い
て
要
求
し
ま
し
た
。
武

智
会
長
か
ら
、
○
全
体
の
賃

上
げ
に
は
、
民
間
の
低
賃
金

を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
。

○
新
規
採
用
は
、
ゆ
と
り
を

も
っ
た
計
画
で
行
っ
て
い
る

（
伊
予
市
で
は
、
技
術
職
を

職
場
で
育
て
る
方
針
で
高
卒

採
用
を
始
め
た
）
。
○
伊
予

市
で
の
管
理
職
の
男
女
比
率

を
本
庁
職
場
に
限
っ
て
調
査

し
、
女
性

30％
に
留
ま
っ
た
。

長
期
的
視
点
で
改
善
し
て
い

き
た
い
。
○

60～

65歳
ま
で

の
賃
金
は
、
現
水
準
か
ら
の

引
き
上
げ
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

長
会
に
対
す
る
要
求
（
交
付

税
制
度
の
見
直
し
、
保
育
士

配
置
基
準
お
よ
び
処
遇
の
改

善
）
に
つ
い
て
「
す
で
に
全

国
市
長
会
で
国
に
要
請
し
て

い
る
。
思
う
と
こ
ろ
は
同
じ
。

機
会
を
と
ら
え
て
声
を
届
け

た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

（１） 第５６２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 １１月２０日

第 ５６２ 号

日 程

【11月】

22 今治水道労組定期大会

23 保育大集会

地域医療を守る運動全国

交流集会（web併用）

県本部労安対策委員会

27 松山市職労定期大会

28 宇和島市職学習会

【12月】

２ 県本部拡大執行委員会

自治労連国民春闘討論集

会（京都・web併用）

６ 県公務員共闘会議定期総

会

９ 自治労連四国ブロック定

期総会・事前会議（愛媛・

共済会館）

10 自治労連四国ブロック共

済学校（愛媛・県本部）

14 宇和島市職連代表者会議

16 青年部幹事会

自治労連組織集会

（愛知～17）

【１月】

12 2024新春合同旗びらき

13 県本部拡大執行委員会・

組織集会（～14）

11

月

12

日
、
内
子
町
小
田
で
開
催
し
た
「
第

64

回
地
方
自
治
研
究
愛
媛
県
集
会
」
に

86人
（
自
治
労
連

17

組
織

67

人
、
研
究
者
･
他
団
体

19

人
）
が
参
加
。
◎
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
も
と
で
「
安
心
し
て
生
活
で
き
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
域
を
」
、

◎
自
治
体
の
役
割
・
仕
事
を
考
え
あ
い
「
や
り
が
い
を
感
じ
て
、
働
き
続
け
た
い
と
思

え
る
職
場
を
」
の
テ
ー
マ
に
学
習
・
討
論
し
ま
し
た
。

地域づくり

医療介護

保 育

現 業

青年講座

藤井孝哉さん

小淵 港さん

井出アヅサさん

高橋秀介さん

福島理沙さん



今
治
市
職
は

10月

26日
、

定
期
大
会
を
開
催
。
運
動
方

針
で
は
「
職
場
の
声
を
集
め
、

要
求
・
交
渉
し
職
場
に
返
す

循
環
型
運
動
」
「
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
住
民
の
た
め
に

仕
事
が
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
」
「
つ
な
が
り
を
広
げ

深
め
る
交
流
や
仲
間
づ
く
り
」

な
ど
を
提
案
。
討
論
で
は
安

全
衛
生
委
員
会
・
青
年
部
・

保
育
部
会
・
給
食
部
会
な
ど

か
ら
発
言
が
あ
り
、
参
加
者

の
拍
手
で
す
べ
て
の
報
告
・

提
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
佐
々
木
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期
大

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
大
会
後
に
組
合
員

全
員
を
対
象
に
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
を
開
催
し
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は

11月

13日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

12人

が
参
加
。
活
動
経
過
で
、
①

10月

28日
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
野

球
大
会
（
高
知
県
）
で
高
知

代
表
２
チ
ー
ム
と
交
流
、
②

11月
県
自
治
研
集
会
で
松
山

市
の
「
ふ
れ
あ
い
収
集
全
市

実
施
」
を
報
告
し
、
他
市
町

参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が

あ
っ
た
と
報
告
。
集
会
参
加

者
か
ら
「
中
島
町
に
も
フ
ェ

リ
ー
に
乗
っ
て
週
１
回
２
人

１
組
で
収
集
に
行
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
か
れ
た
」
な
ど
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。
協
議
事

項
で
は
、
人
事
課
提
案
の

「
給
与
改
定
」
を
説
明
し
、

提
案
の
受
け
入
れ
と

12月

21

日
差
額
支
給
を
確
認
。
職
場

状
況
で
は
「
職
場
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
た

が
ピ
ー
ク
は
越
え
た
」
な
ど

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
青
年
部
は

11

月
３
日
、
平
成

30年
７
月
豪

雨
災
害
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

職
員
と
し
て
被
災
を
経
験
し

て
い
な
い
青
年
部
員
も
増
え

て
き
た
こ
と
か
ら
、
市
内
で

災
害
の
記
録
と
記
憶
を
後
世

に
語
り
継
い
で
風
化
さ
せ
ず

防
災
や
減
災
に
つ
な
げ
て
い

る
市
民
団
体
「
語
り
部
０
１

８
の
む
ら
」
に
よ
る
語
り
部

案
内
を
受
講
す
る
学
習
会
を

開
催
し
９
人
が
参
加
。
西
予

市
の
乙
亥
会
館
内
『
災
害
伝

承
展
示
室
』
で
当
時
の
映
像

な
ど
も
見
学
し
た
後
、
ま
だ

豪
雨
災
害
の
傷
跡
が
残
る
商

店
街
や
肱
川
沿
い
を
歩
き
、

発
災
当
時
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
を
学
習
し
ま
し
た
。
豪

雨
災
害
を
経
験
し
た
職
員
か

ら
、
非
日
常
の
当
時
の
職
員

の
勤
務
内
容
な
ど
を
聞
き
、

あ
ら
た
め
て
自
治
体
職
員
の

役
割
を
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
復

旧
・
復
興
へ
の
と
り
く
み
な

ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は

10月

27日
、

新
入
組
合
員
歓
迎
会
を
開
催

し

16人
が
参
加
。
河
野
委
員

長
が
「
今
日
は
日
頃
の
忙
し

い
時
間
を
忘
れ
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
乾
杯
で
会
食

ス
タ
ー
ト
。
宇
和
島
の
美
味

し
い
魚
料
理
と
お
酒
で
会
話

も
弾
み
、
新
入
組
合
員
か
ら

の
あ
い
さ
つ
で
ひ
と
笑
い
起

き
る
な
ど
、
終
始
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場
で

抱
え
て
い
る
問
題
を
話
し
た

り
と
情
報
交
換
も
し
て
、

「
今
後
も
定
期
的
に
交
流
会

を
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。
会
の
中

で

11月

28日
の
「
休
暇
制
度

と
人
勧
４
月
遡
及
に
よ
る
差

額
支
給
に
つ
い
て
」
の
学
習

会
へ
の
参
加
も
呼
び
か
け
ま

し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
は

10

月

21日
、
第

38回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
６
単
組
９
職
場

11人
が
参
加
。
総
会
前
の
全

体
学
習
は
、
森
賀
県
本
部
委

員
長
を
講
師
に
、
①
「
初
任

給
の
前
歴
加
算
」
、
②
総
務

省
「
公
立
病
院
に
対
す
る
財

政
措
置
」
に
つ
い
て
学
習
。

労
働
組
合
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
へ
対
応
す
る
た
め
学

習
を
続
け
、
知
識
や
制
度
な

ど
を
学
び
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
、
学
習
の

継
続
も
確
認
し
ま

し
た
。
続
く
総
会

で
は
各
職
場
の
報

告
が
あ
り
、
運
動

方
針
で
は
「
地
域

医
療
守
り
、
公
立

病
院
の
充
実
め
ざ

す
」
「
医
療
・
介

護
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改

善
と
働
き
が
い
あ
る
職
場
め

ざ
す
」
「
初
任
給
改
善
や
前

歴
加
算
の
確
認
」
「
各
病
院

の
財
政
の
基
礎
的
理
解
」
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

10

月

28

日
、
自
治

労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

「
軟
式
野
球
大
会
」

を
高
知
県
四
万
十
市

で
開
催
、
愛
媛
の
松

山
市
職
労
・
西
予
市

職
労
、
高
知
の
南
国

市
職
労
・
大
月
町
職

労
の
４
チ
ー
ム
が
対

戦
。
暖
か
な
秋
晴
れ

の
も
と
、
親
睦
と
交

流
を
は
か
り
ま
し
た
。

■
一
気
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
が

ん
ば
ろ
う
！

（
伊
予
・
上
本
）

■
昨
年
か
ら
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の

応
援
に
、
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ

ジ
ア
ム
に
行
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
声
を
出
し
て
応
援
す

る
の
は
楽
し
い
で
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
職
場
で
も
お
休

み
の
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

か
か
ら
な
い
よ
う
に
手
洗
い

う
が
い
Ｒ
１
で
も
習
慣
づ
け

て
い
こ
う
か
な
ぁ
と
思
っ
て

ま
す
。

（
新
居
浜
・
岡
嶋
）

■
民
営
化
の
波
に
翻
弄
さ
れ

て
い
る
渦
中
の
西
予
市
で
す
。

未
来
を
考
え
る
会
を
立
ち
上

げ
、
今
後
の
３
施
設
の
行
く

末
を
模
索
検
討
の
日
々
で
す
。

皆
様
の
応
援
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

（
西
予
・
山
里
）

■
秋
の
お
出
か
け
日
和
が
続

き
、
子
ど
も
た
ち
と
お
城
め

ぐ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
名
城
１
０
０
ス
タ
ン

プ
、
こ
れ
か
ら
何
年
か
か
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン

プ
リ
ー
ト
を
目
指
し
た
い
で

す
。

（
新
居
浜
・
永
易
）

■
今
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え
が

家
族
中
で
考
え
て
も
な
か
な

か
わ
か
ら
ず
、
何
晩
も
頭
を

抱
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
娘
に

見
せ
た
と
た
ん
、
１
分
で
ス

ラ
ス
ラ
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

お
ま
け
に
２
文
字
の
修
正
も

し
て
く
れ
、
驚
き
の
連
続
！

頭
の
固
さ
に
反
省
し
ま
し
た
！

（
新
居
浜
・
西
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６２号

２０２３年 １１月２０日

■
５
６
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ジ
ュ
ウ
ネ
ン
ヒ
ト
ム

カ
シ
」
（
十
年
一
昔
）
で
し

た
。
正
解
は

10通
で
し
た
。

正
解
者
の
な
か
か
ら
５
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
石
芽
久
美
（
新
居
浜
）

中
村
崇
志
（
松

山
）

西
原
の
り
子
（
新
居
浜
）

新
城
美
希
（
宇
和
島
）

川
井

遥
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

12月

27日
【
発

表
】
５
６
４
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①アドルフ・ヒトラーの著作

④さまざま、種々。♪人生○○○○

⑦１/10000の読みは「いち○○○○のいち」

⑧手でさわったときの感じ

⑨2008年９月アメリカ発の金融危機

「○○○○ショック」

【タテのカギ】

①日本語を英語で理解する辞典

②右回りのことを…

③エジ○○、マラ○○、ロー○○

⑤（英語）寂しい。♪○○○○チャップリン

⑥大声で激しく泣くさま。○○○○と泣く

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で

愛
媛
県
出
身
の
作
家
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う

松山 ０ ０ ０ ０ １ ０ １

大月 １ １ １ １ ０ ４ ８

南国 ３ ０ ０ １ ２ ０ １ ７

松山 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０

西予 ０ １ ０ ０ １ ― ―
２

大月 ０ ７ １ ４ × ― ― 12

西予 ０ ０ ０ ０ ４ ０ １ ５

南国 ２ ０ １ ０ １ ０ ２
６


